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２０２２年１０月２４日 

 

Ｗｅｌｃｏｍｉｎｇアベノ・天王寺キャンペーン事務局 

（近鉄不動産株式会社・東急不動産株式会社・西日本旅客鉄道株式会社） 

 

Ｗｅｌｃｏｍｉｎｇアベノ・天王寺キャンペーン 
 

「おおさかもん祭り２０２２」を開催！ 
 

２０２２年１１月１２日（土）、１３日（日）  

 

Ｗｅｌｃｏｍｉｎｇアベノ・天王寺キャンペーン事務局は、大阪府と共催のもと、 

２０２２年１１月１２日（土）、１３日（日）に、２０２５大阪・関西万博を見据えて、

大阪産（もん）や大阪産（もん）名品、大阪製ブランド製品を手に取り、味わう機会を創出

し、認知度向上と販路拡大を図るとともに地産地消を推進するイベント「Ｗｅｌｃｏｍｉｎ

ｇアベノ・天王寺 おおさかもん祭り２０２２」を開催いたします。 

本イベントでは、天王寺公園エントランスエリア「てんしば」において、「大阪産（もん）」

や「大阪産（もん）名品」の販売店舗やそれらを使った飲食店舗、大阪産木材等を使用する

ワークショップ店舗等が出店するほか、「あべのキューズモール」では、大阪製ブランド製

品の販売店舗が出店します。 

また、マイバッグやマイボトル、マイ容器をご持参いただいた方が店舗で割引を受けられ

る取り組みを行うことで、プラスチックごみの削減に貢献いたします。 

（当日マイ容器をお持ちでない方には、洗って使えるリユース食器をご用意します。） 

 

１１月１３日（日）１１時３０分からは、てんしば会場において、大阪産（もん）名品新

規認証商品のお披露目を予定しており、吉村洋文大阪府知事や大阪産（もん）PR 大使のハ

イヒール・モモコ氏が出席予定です。 

 

イベントの詳細は別紙のとおりです。 

 

本事務局では、アベノ・天王寺エリアが持つ歴史、文化、暮らし、緑豊かな環境といった

魅力を広くＰＲするため、２００９年からさまざまな活動を展開しており、今後もエリアが

持つ魅力のＰＲを通して、アベノ・天王寺エリアの発展に貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【おおさかもん祭り 2022 ロゴ】 
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今回の取り組みは、以下の観点で SDGs に貢献します。 

・マイボトル、マイ容器、リユース食器の活用によるプラスチックごみ削減等 

 （１２．つくる責任つかう責任） 
・大阪府産農産物への CFP（カーボンフットプリント）表示による CO2 排出量の見える化 

 （１３．気候変動に具体的な対策を） 
・大阪の「食」や「農」を通じた Osaka AGreen Action の推進 

 （１４．海の豊かさを守ろう）（１５．陸の豊かさも守ろう） 

・近鉄不動産株式会社、東急不動産株式会社、西日本旅客鉄道株式会社３社共同によるイベントの実施  

 （１７．パートナーシップで目標を達成しよう） 
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「おおさかもん祭り２０２２」実施概要 
 

開  催  日 ：２０２２年 １１月１２日（土）、１３日（日） ※雨天決行 

時    間 ：１１：００～１７：００ 

場    所 ：天王寺公園エントランスエリア「てんしば」 

あべのキューズモール ２階アーバンアベニュー 

主    催 ：Ｗｅｌｃｏｍｉｎｇアベノ・天王寺キャンペーン事務局 

       大阪府 

内    容： 

①てんしば会場 

・大阪産（もん）・大阪産（もん）名品の販売 

・大阪産（もん）・大阪産（もん）名品を使った飲食、キッチンカー 

・大阪産（もん）・大阪産（もん）名品の体験 

・２０２５年大阪・関西万博のプロモーション 

・大阪産（もん）名品新規認証商品のお披露目 

 日 時：２０２２年１１月１３日（日）１１時３０分～１２時（予定） 

 出演者：大阪産（もん）ＰＲ大使 ハイヒール・モモコ氏 

     大阪産（もん）応援サポーター やのぱん氏、田口 万莉氏 

     大阪府知事 吉村 洋文氏 

     大阪府広報担当副知事 もずやん 

     大阪・関西万博公式キャラクター ミャクミャク 

・会場を盛り上げる各種ステージイベント 等 

 

②あべのキューズモール会場 

大阪製ブランド製品の販売  

 

○来場者プレゼント 

イベント当日、OSAKA PiTaPa カード持参の先着 50 名様（両日）に、大阪産（も

ん）や大阪産（もん）名品等の詰合せをプレゼントするほか、ステージイベントでは協

賛企業からご提供いただく商品等のプレゼント企画もございます。 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 
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